
目　　標

内　　容

１　数と式
２　２次関数
３　図形と計量
４　集合と命題
５　データの分析

目　　標

内　　容

１　場合の数と確率
２　図形の性質
３　数学と人間の活動

１～３から適宜選択して履修します。
※大学入学共通テストで「数学Ⅰ，数学Ａ」を受験する予定のある者は，
　選択することが望ましい。

数　　学 数学Ⅰ １ 年次 ３ 単位

単位

　図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにします。

数学を積極的に学びたい生徒
大学・短大・専門学校進学希望者
数学検定受験希望者は必須

備考 条件

　数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処
理したりする技能を身に付けるようにします。

数学Ⅱ・Ｂ・Ⅲ・Ｃ，数学探究（応
用）の選択予定者は修得していること
が望ましい科目です

全員が履修します
数学Ⅱ・Ｂ・Ⅲ・Ｃの選択予定者は必
履修科目です

備考 条件

数　　学 数学Ａ １ 年次 ２



目　　標

内　　容

１　数と式　の活用
２　２次関数　の活用
３　図形と計量　の活用
４　集合と命題　の活用
５　データの分析　の活用

目　　標

内　　容

１　複素数と方程式
２　図形と方程式
３　三角関数
４　指数関数・対数関数
５　微分法と積分法

※大学入学共通テストで「数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ」を受験する予定のある者は，
　数学Ｂ，数学Ｃとともに選択することが望ましい。

数　　学 数学Ⅱ ２ 年次 ４ 単位

単位

　数学Ⅰの学習内容をもとに，発展的な内容を学習します。また様々な場面に応じた数学的
な見方・考え方を身に付けるようにします。

数学Ⅲ・Ｃ，数学演習（応用）の選択
予定者は修得していることが望ましい
科目です

全員が履修します備考 条件

数　　学 実用数学 教育課程表の科目名
「数学理解」 ２ 年次 ２

　いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えにつ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学
的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにします。

数学Ⅰ・Ａを修得済であることが望ましい
看護を除く理系大学への進学希望者は必須
数学Ⅲ・数学Ｃの選択予定者は修得してい
ることが望ましい科目です

数学Ⅰを履修済であること
数学Ⅲの選択予定者は必履修科目です

備考 条件



目　　標

内　　容

１　数列
２　統計的な推測
３　数学と社会生活

１～３から適宜選択して履修します。
※大学入学共通テストで「数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ」を受験する予定のある者は，
　数学Ⅱ，数学Ｃとともに選択することが望ましい。

目　　標

内　　容

１　数と式
２　２次関数
３　図形と計量
４　集合と命題
５　データの分析
６　大学・専門学校（看護）等の受験で必要とされる数学

※学習内容の定着を図るため，授業時間外にも家庭で取り組む課題を毎時間課すことを
　検討しています。

単位

　数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，
数学と社会生活との関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにします。

数学Ⅰ・Ａを修得済であることが望ましい
看護を除く理系大学への進学希望者は必須
数学Ⅲの選択予定者は修得していることが
望ましい科目です

数学Ⅰを履修済であること備考 条件

数　　学 数学Ｂ ２ 年次 ２

単位

　大学や専門学校(看護系)等への進学または就職試験に向けて，数学Ⅰ・実用数学の内容を
より深く学習します。さらに，様々な場面に応じた計算力を身に付け，活用できるようにし
ます。

数学Ⅰ・実用数学を修得済であることが望
ましい
大学・短大・専門学校（看護）の受験で数
学が必要な生徒，理系大学へ進学を希望す
る者

Ⅰ部時間帯でのみ開講備考 条件

数　　学 数学探究（応用） 教育課程表の科目名
「（学）数学探究」 ３ 年次 ３



目　　標

内　　容

１　四則計算
２　比・割合・速さ
３　平面・空間図形

目　　標

内　　容

１　関数と極限
２　微分法
３　積分法

単位

　就職等に必要な様々な計算力や知識を培います。

計算力を身に付けたい生徒
数学Ⅰが修得できなかった生徒

Ⅱ部時間帯でのみ開講備考 条件

数　　学 数学探究（基礎） 教育課程表の科目名
「（学）数学探究」 ３ 年次 ３

単位

　関数と極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにします。

数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂを修得済
であることが望ましい
薬・看護医療・農・生物系を除く理工系の
大学への進学希望者は必須

数学Ⅰ・数学Ⅱを履修済であること
Ⅰ部時間帯でのみ開講

備考 条件

数　　学 数学Ⅲ ３ 年次 ４



目　　標

内　　容

１　ベクトル
２　平面上の曲線と複素数平面
３　数学的な表現の工夫

１～３から適宜選択して履修します
※大学入学共通テストで「数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ」を受験する予定のある者は，
　数学Ⅱ，数学Ｂとともに選択することが望ましい。

単位

　ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにします。

数学Ⅰ・数学Ａ・数学Ⅱを修得済であるこ
とが望ましい
薬・看護医療・農・生物系を除く理工系の
大学への進学希望者は必須

数学Ⅰを履修済であること備考 条件

数　　学 数学Ｃ ３ 年次 ２


